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ASEAN大使通信 

第７回 日 ASEAN協力案件をどう形成するか 

 

2023年（令和 5年）６月 30日 

 

 

日 ASEAN友好協力 50周年パネル展示式典 

（2023年６月６日、ASEAN事務局提供） 

 

いよいよ本年も折り返し地点になりました。年末の日 ASEAN 特別首脳会議に

向けて、関連する会議や行事が次々と開催されています。 

 

今月は、東京で日 ASEANビジネスウィークが開催され、カオ・キムホン ASEAN

事務総長が就任後初めて訪日しました。ジャカルタでは日 ASEAN 合同調整委

員会（AJJCC）が開催され、ASEAN加盟国・事務局と日本が年１回の大使級協

議を行いました。また、東アジア ASEAN 経済研究センター（ERIA）では設立

15周年に際して理事会や大使会議が開催され、次期事務総長が選任されました。

そして、天皇皇后両陛下のインドネシア訪問ではカオ・キムホン事務総長を含む

様々な日本とゆかりのある関係者の御接見も行われました。ビジネスやユース

関連の行事でも交流が進んでいます。 

 

一連の会議や行事の中で、この 50周年を契機に新たな日 ASEAN協力案件を形

成するための議論が本格化しています。今回の大使通信では、これらの会議や行

事について紹介しながら、協力案件をどう形成していくべきかについて、皆さん

と一緒に考えていきたいと思います。 
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カオ・キムホン ASEAN事務総長と林芳正外務大臣の会談 

（2023年６月５日、ASEAN事務局提供） 

 

●カオ・キムホン ASEAN事務総長の日 ASEANビジネスウィーク出席 

 

６月５日～９日、日 ASEANビジネスウィーク 2023が、東京の会場とオンライ

ンのハイブリッドで開催されました（アーカイブ動画）。カオ・キムホン ASEAN

事務総長は就任後初めて訪日し、開会セッションで挨拶するともに、西村康稔経

済産業大臣、林芳正外務大臣と会談したほか、日本 ASEANセンターを訪問しま

した。 

 

西村大臣は開会セッションの挨拶で、活力にあふれ、変化著しい ASEANと高い

技術を持つ日本が協力し、共に未来を創っていくことが日 ASEAN 経済関係の

目指すべき方向性だとして、「日 ASEAN 経済共創ビジョン」の中間とりまとめ

を公表しました。そして、（１）カーボンニュートラルな社会を ASEAN と共に

創ること、（２）ASEANの成長力と日本の技術力を掛け合わせて、日 ASEANを

イノベーション創出の一大中心地とすること、（３）こうした取り組みを支える

人のつながりをつくること、の３点を打ち出しました。 

 

アルシャド ASEANビジネス諮問評議会（ASEAN-BAC）議長もこの機会に訪日

し、JETROとの間で、(1)日 ASEANヤングビジネスリーダーズサミットと Z世

代ビジネスリーダーズサミットの開催、(2)日 ASEAN 共創ファストトラック・

イニシアティブの推進、(3)アジア・ゼロエミッション共同体（AZEC）と ASEAN 

Net Zero Hubの推進に関する協力文書（MOU）を締結しました。 

https://ameicc.org/aseanjapan_businessweek/2023/index.html
https://ameicc.org/aseanjapan_businessweek/2023/summary/index.html
https://www.meti.go.jp/press/2023/06/20230606005/20230606005.html
https://www.meti.go.jp/press/2023/06/20230606005/20230606005.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/press/release/press1_001483.html
https://www.meti.go.jp/press/2023/06/20230606005/20230606005.html
https://www.meti.go.jp/press/2023/06/20230605003/20230605003.html
https://www.meti.go.jp/press/2023/06/20230605003/20230605003.html
https://www.jetro.go.jp/news/releases/2023/b083f791f252cee1.html


3 

 

 

日 ASEAN合同調整委員会（2023年６月６日、ASEAN事務局提供） 

 

●日 ASEAN合同調整委員会（AJJCC） 

 

６月６日には、ジャカルタのASEAN事務局で日ASEAN合同調整委員会（AJJCC）

の年次会合が開催されました。対面の会合は４年振り、私にとっては初めてです。 

 

本年は日 ASEAN 友好協力 50 周年ということで、会合前に地上階ロビーで 50

周年パネルの展示式典を開催しました。この機会を捉えて、ジャカルタ日本人学

校中学３年生が総合学習で ASEAN 事務局を見学して次世代代表として式典に

参列し、日 ASEAN協力の最前線の熱気を感じてもらうことができました。 

 

AJJCC 会合では、これまでの協力のフォローアップや地域・国際情勢に加え、

50 周年に際しての更なる協力強化についても議論が行われました。私自身、

ASEAN全加盟国の代表を前に、日本の考えを説明するとともに加盟国毎の意見

に耳を傾け、ASEAN の重層的な地域協力枠組みの意義を実感しました。特に、

年末の特別首脳会議に向けて、各国がどのような分野を重視し評価しているの

かを聴取できたことは大きな収穫でした。 

 

同日晩には私の公邸で、ウラワデエ・ASEANタイ常駐代表と共催でレセプショ

ンを開催しました。私が着任してから初めての大規模公邸行事で、日本料理とタ

イ料理のコラボを楽しく味わってもらうことができました。 

https://www.asean.emb-japan.go.jp/itpr_ja/pr23_0606jp.html
https://www.asean.emb-japan.go.jp/itpr_ja/pr23_0606jp.html
https://asean.org/exhibit-for-50th-year-of-asean-japan-friendship-and-cooperation-opens/
https://asean.org/exhibit-for-50th-year-of-asean-japan-friendship-and-cooperation-opens/
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ERIAと ASEAN及び対話国の大使級会合（2023年６月７日） 

 

●ERIA15周年と次期事務総長選任 

 

翌 6月 7日、同じく ASEAN事務局で、ERIA理事会と ASEAN及び対話国の大

使級会合が開催されました。ERIAは 2008年に設立されたので、本年が 15周年

になります。今回の理事会では、今月末に予定される西村 ERIA事務総長の退任

に先立ち、渡辺哲也 ERIA 事務総長特別顧問が次期事務総長に選任されました。 

 

ERIA と ASEAN 及び対話国の大使級会合では、冒頭に次期 ERIA 事務総長の選

任報告と挨拶がありました。引き続き、本年設立予定の「ERIAデジタル変革持

続可能経済センター」の準備状況や ERIAの主要研究成果の報告があり、それを

受けて対話国と ERIA の間で今後の活動方針についての意見交換が行われまし

た。 

 

私は閉会挨拶で、ERIA の長年にわたる貢献に敬意を表し、日本として ERIA の

一層の発展に向けて新センター設立を最大限支援すると表明しました。そして、

西村事務総長への感謝と渡辺次期事務総長への歓迎のことばを述べました。 

 

同日晩には ERIA設立 15周年記念レセプションが盛大に開催されました。幅広

い関係者が一堂に会し、ERIAが構築したネットワークの底力を感じました。 

https://www.eria.org/news-and-views/eria-governing-board-elects-prof-tetsuya-watanabe-as-new-president/
https://www.asean.emb-japan.go.jp/itpr_ja/pr23_0607jp.html
https://www.asean.emb-japan.go.jp/files/100514280.pdf
https://www.eria.org/news-and-views/praise-for-achievements-pour-in-as-eria-celebrates-15th-anniversary/
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カオ・キムホン ASEAN事務総長と御接見会場で（2023年６月 19日） 

 

●天皇皇后両陛下のインドネシアご訪問 

 

６月 17 日から 23 日まで、天皇皇后両陛下がインドネシアを訪問されました。

即位後初めての国際親善目的の外国訪問で、代表部も全館体制で対応しました。 

 

天皇陛下は訪問前の記者会見で、日インドネシア外交関係樹立 65 周年、また、

日 ASEAN友好協力 50周年という節目の年に、インドネシアを初めて訪問でき

ることを大変うれしく思っていると述べられました。更に、今回の訪問では、日

本とインドネシアを含む ASEAN 諸国との間に培われてきた交流の歴史に思い

をはせつつ、両国間の協力によって進められてきている様々な取組の現在の状

況も視察し、両国間の交流について理解を深めていきたいとのことでした。 

 

６月 19日には、両陛下はカオ・キムホン ASEAN事務総長を含む様々な日本と

ゆかりのある関係者に接見されました。同事務総長は両陛下に対して、本年は日

ASEAN 友好協力 50 周年を祝賀する歴史的な年であると直接お伝えしたとのこ

とです。 

 

両陛下は訪問後のご感想で、今回の訪問は二人揃っての初めての東南アジアの

国への公式訪問でもあり、とても思い出深いものとなったと述べられています。 

https://www.kunaicho.go.jp/page/kaiken/show/62
https://twitter.com/hourn_kao/status/1670978196970541056
https://www.kunaicho.go.jp/page/okotoba/detail/120#541
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日 ASEANビジネス投資フォーラム（2023年６月 20日） 

 

●日 ASEAN50周年記念事業 

 

天皇皇后両陛下のご訪問の最中に、日 ASEAN センターの主催で２つの日

ASEAN50 周年記念事業が開催されました。 

 

６月 20 日～21 日には、「日 ASEAN ビジネス投資フォーラム：ASEAN インド

太平洋フォーラムへの道」が、ASEAN-BACの協力も得て、ジャカルタとオンラ

インのハイブリッド形式で開催されました。カオ・キムホン ASEAN事務総長の

ビデオメッセージやヘリ駐日インドネシア大使他の挨拶、ASEAN連結性マスタ

ープラン 2025などの講演に続き、日本、インドネシア、ベトナムから会場に集

まった約 50名の参加者間でビジネスマッチングが行われました。 

 

６月 22 日には、ASEAN と日本のユース対象のインド太平洋循環型経済ハッカ

ソンが、同じくジャカルタとオンラインのハイブリッドで開催されました。事前

選考を通過したフィリピン、ベトナム、インドネシア、カンボジアの９チームが

審査員を前にピッチを行いました。私も全てのピッチを聞き、ビジネスを通じた

社会課題の解決に取り組んでいる ASEAN 各地のユースの熱意と新たな可能性

を感じました。 

https://www.asean.emb-japan.go.jp/itpr_ja/pr23_0620jp.html
https://www.asean.emb-japan.go.jp/itpr_ja/pr23_0620jp.html
https://www.asean.or.jp/en/invest-info/20230425-2/
https://www.asean.or.jp/en/invest-info/20230425-2/
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ASEANジュニアフェローシップ・プログラムでの講演（2023年６月 28日） 

 

●日 ASEAN協力案件をどう形成するか 

 

本年もいよいよ折り返し地点ということで、これらの一連の会合や行事を行う

中で、年末の日 ASEAN特別首脳会議の際に合意・発表される新たな日 ASEAN

協力案件の方向性や内容についても議論が本格化しています。 

 

本年２月に有識者会議が取りまとめた報告書と林外務大臣が発表したインド太

平洋に関する ASEAN アウトルック（AOIP）主流化支援、３月に岸田総理が発

表した自由で開かれたインド太平洋（FOIP）新プランと日 ASEAN 統合基金

（JAIF）への１億ドル新規拠出、５月の岸田総理の「アジアの未来」スピーチ、

6月の「日 ASEAN経済共創ビジョン」中間とりまとめを基盤に、新ビジョンを

各分野で具体化する協力案件を今から ASEANと形成する必要があります。 

 

その際に重要なことは、ASEANには日本以外にも多くのパートナーがいること

を十分に認識し、日本が自らの強みを生かして最大限の成果を現実化すること

です。このためには、各分野の重要課題に焦点を当てて、ASEANを中心に日本

が長年の信頼と技術・経験を基盤に主要協力国の役割を担い、多くのパートナー

と協調しながら開かれた形の協力を推進していくことが大切です。 

https://www.mofa.go.jp/mofaj/a_o/rp/page1_001497.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/press/release/press4_009611.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/press/release/press4_009611.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/page25_001766.html
https://www.kantei.go.jp/jp/101_kishida/statement/2023/0525speech.html
https://www.meti.go.jp/press/2023/06/20230605003/20230605003.html
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検討すべき個別分野は多々あります。海洋協力、インフラ・交通、デジタル、エ

ネルギー移行・脱炭素、循環型経済・生物多様性、農業・食料安全保障、都市化、

金融、経済共創、保健、防災、スポーツ、観光、法務、防衛、平和構築、科学技

術・知的交流、青少年交流・文化交流など、分野毎の特性を踏まえ、協力案件形

成を積極的に進めているところです。 

 

６月 28 日には ASEAN 事務局で、第二回 ASEAN ジュニアフェローシップ・プ

ログラム（AJFP）の 13名の参加者に対して、ASEANと日本のパートナーシッ

プの（１）主要成果、（２）比較優位、（３）今後の課題と機会の３点に焦点を当

ててのプレゼンと意見交換を行いました。参加者は全加盟国と東ティモールの

政府で ASEANを担当する若手職員で、ASEANの未来を担うエネルギーを感じ

ました。 

 

７月にはジャカルタで ASEAN関連外相会議、９月にはジャカルタで ASEAN関

連首脳会議、12月には東京で日 ASEAN特別首脳会議が開催されます。その他、

７月の日 ASEAN特別法務大臣会合をはじめ、幅広い分野で日 ASEAN閣僚会合

や 50周年記念事業も予定されています。例えば、９月末にはジャカルタのプラ

ザ・スナヤンで、官民連携による「日 ASEAN フェア（仮称）」の開催を準備中

です。 

 

日 ASEAN 友好協力 50 周年の機会を最大限に生かし、次の 50 年間、更にはそ

の後に向けて協力が一層発展するよう、皆さんと一緒に取組を進めていきたい

と思います。引き続きよろしくお願い申し上げます。 

 

ASEAN代表部大使 

紀谷昌彦 

https://www.asean.emb-japan.go.jp/files/100523137.pdf
https://twitter.com/amb_japan_asean/status/1674309333717520384
https://www.moj.go.jp/Asean_Japan_Special_Meeting_of_Justice_Ministers/jasean/
https://aseanjapan50.jp/
https://www.asean.emb-japan.go.jp/files/100522263.pdf

